
 

 

 

 

 

 

【二つの顔】 

明日から１０月、旧暦で言うならば、全国の神様が出雲に行っていなくなる「神無

月」（ただし出雲は神在月）ということになり、一年の中間地点、そして、読書に、運

動に、何をするにも適していると言われる季節を迎えます。９月は、図書室の本の貸出

を止めていましたので、１０月は本をたくさん読んで、頭を、心を大きくしてほしいと

思っています。 

さて、先日、ある方に、こんな質問をされました。「校長先生は、自分の学校の子供

たちの名前と顔を全部分かるんですか？」私は、本校に赴任して１年半になりますの

で、「そんなのは当然です。３０６名の子供全員の顔と名前を覚えています。」と胸を張

って言いたいところなのですが、実のところ、非常に大きな問題があり、胸を張ること

ができません。その大きな問題とは、「マスク」です。私が接するのは、マスクを着用

した状態の子供がほとんどです。この状態であるならば、ほぼ名前と顔は一致します。

しかし、給食時間中、教室に出向くと、そこには私の知らない顔の子がたくさん存在し

ます。マスク越しの子とマスクなしの子は、まるで別人です。人間の視覚というものは

いかに頼りないものなのかを知らされます。 

ですから、子供の顔をまだ覚えられないのは、３０６×２＝６１２名の顔を覚えなけ

ればならないのが至難だから、という、半ば言い訳になります。これからは、給食時間

にもせっせと足を運び、二つの顔を早く認識で

きるようにしたいです。 

 

【まん延防止等重点措置の解除】 

明日から「まん延防止等重点措置」が解除にな

ります。本校においても、これまで制限してきた

教育活動を緩和し、可能なものを最大限行ってい

きたいと思います。 

特に、「修学旅行」や「花山宿泊学習」、「遠足」

等、延期にしていた行事を、新型コロナウイルスの感染状況が落ち着いている、今この時

期に集中して行っていきます。ちなみに、「修学旅行」は、他の団体が少ない曜日に設定

し、また、他の団体と極力接触しない日程に変更しました。「花山宿泊学習」については、

施設全体が本校のみの貸切となる曜日に設定しました。その他の行事についても、出来

る限り安全・安心な状況で活動ができるように配慮していきたいと思います。 

保護者の皆様をはじめ地域の方々には、感染状況を踏まえた臨機応変な本校の教育活

動に対して、御理解と御協力をいただいておりますことに深く感謝申し上げます。落ち

着いてきたとは言え、臨時休業となる学校の報道は後を絶ちませんので、油断すること

なく、今後も「学校での感染拡大の防止」と「感染者への誹謗・中傷・差別等の抑止」に

注力して、教育活動を展開してまいります。 
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